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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年4月26日(2012.4.26)

【公表番号】特表2012-506530(P2012-506530A)
【公表日】平成24年3月15日(2012.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-011
【出願番号】特願2011-527435(P2011-527435)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｔ   1/161    (2006.01)
   Ｇ０１Ｔ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｔ   1/161   　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｔ   7/00    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｂ   5/05    ３９０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月23日(2011.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の磁気共鳴（ＭＲ）画像と該被検体から収集されたエミッションデータとに関し
て処理を行う方法であって：
　前記ＭＲ画像を用いて、前記被検体の１つ以上の幾何学領域を特定するステップ；及び
　前記幾何学領域によって画成されて前記幾何学領域の減衰値が反復再構成に基づいて近
似される減衰マップを用いて、前記被検体のエミッション画像を生成するように、前記エ
ミッションデータを反復的に再構成するステップ；
　を有する方法。
【請求項２】
　陽電子放出断層撮影（ＰＥＴ）及び単光子放出コンピュータ断層撮影（ＳＰＥＣＴ）の
うちの一方を用いて、前記被検体から前記エミッションデータを収集するステップ、を更
に有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記反復再構成によって生成される前記エミッション画像の反復的な更新に基づいて、
前記幾何学領域の前記減衰値を反復的に更新するステップ、を更に有する請求項１又は２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記幾何学領域の初回の減衰値を生成することによって前記反復再構成を開始するステ
ップ、を更に有し、
　前記初回の減衰値は：
　　（ｉ）全ての幾何学領域で同一の減衰値、並びに
　　（ｉｉ）前記幾何学領域の形状、位置及び大きさのうちの少なくとも１つに基づいて
選択された、幾何学領域ごとの初期設定の減衰値、
　のうちの１つである、
　請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　前記幾何学領域の前記減衰値の前記反復的な更新は、前記反復再構成の少なくとも一部
の反復において、ピクセル毎又はボクセル毎を基礎として減衰値を更新することを有する
、請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　前記幾何学領域の前記減衰値の前記反復的な更新は、前記反復再構成の少なくとも一部
の反復において、領域毎を基礎として減衰値を更新することを有し、
　領域毎を基礎として減衰値を更新することは、所与の１つの領域の全てのピクセル又は
ボクセルに同一の減衰値を割り当てることを有する、
　請求項３乃至５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記幾何学領域の前記減衰値の前記反復的な更新は、前記反復再構成の各反復の後に、
前記反復再構成の直近の反復によって生成された更新後のエミッション画像、から得られ
た減衰情報に基づいて、前記幾何学領域の減衰値を更新することを有する、請求項３乃至
６の何れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記減衰値の前記更新は：
　前記反復再構成の直近の反復によって生成された前記更新後のエミッション画像を順投
影して、順投影データを生成すること；及び
　前記順投影データと前記被検体から収集された前記エミッションデータとの比較に基づ
いて、減衰値の補正量を計算すること；
　を有する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記被検体は動物又はヒトの被検体であり、
　前記ＭＲ画像を用いて前記被検体の幾何学領域を特定するステップは、複数の解剖学的
に区別可能な領域を特定するように前記ＭＲ画像を分割することを有する、
　請求項１乃至８の何れか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記反復再構成において、前記幾何学領域のうちの少なくとも１つの幾何学領域の幾何
学構成が、前記反復再構成に基づいて更新される形状モデルによって表現される、請求項
１乃至９の何れか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　被検体のＭＲ画像を用いて前記被検体の１つ以上の幾何学領域を特定し、
　前記被検体の前記幾何学領域に初回の減衰値を割り当てることによって、前記被検体の
減衰マップを生成し、且つ
　（ｉ）前記被検体から収集されたエミッションデータを、前記被検体の前記減衰マップ
を用いて処理して、前記被検体のエミッション画像を生成し、
　（ｉｉ）前記被検体の前記エミッション画像を用いて計算された補正量に基づいて、前
記減衰マップを更新し、且つ
　（ｉｉｉ）処理（ｉ）及び（ｉｉ）を反復して、前記被検体の再構成エミッション画像
を反復的に生成する、
　ように構成された再構成プロセッサ、
　を有する装置。
【請求項１２】
　更新処理（ｉｉ）は：
　（ｉｉ）（ａ）前記被検体の前記エミッション画像を順投影して、順投影データを生成
すること；及び
　（ｉｉ）（ｂ）前記順投影データと前記被検体から収集された前記エミッションデータ
との比較に基づいて、前記減衰マップの補正を計算すること；
　を有する、請求項１１に記載の装置。
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【請求項１３】
　前記被検体の前記ＭＲ画像を生成するように構成されたＭＲスキャナ；及び
　前記ＭＲスキャナと一体化され、且つ前記被検体から前記エミッションデータを収集す
るように構成された陽電子放出断層撮影（ＰＥＴ）検出器；
　を更に有する請求項１１又は１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記再構成プロセッサは、前記被検体の前記１つ以上の幾何学領域を特定するように前
記被検体の前記ＭＲ画像を分割するように構成されたＭＲ画像分割プロセッサを有する、
請求項１１乃至１３の何れか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記再構成プロセッサは、前記被検体の前記ＭＲ画像を用いて前記被検体の複数の幾何
学領域を特定するように構成され、前記減衰マップの更新処理（ｉｉ）は：
　反復（ｉｉｉ）の最初の１つ以上で、幾何学領域毎を基礎にして減衰値を割り当て、且
つ
　反復（ｉｉｉ）の後続の１つ以上で、ピクセル毎又はボクセル毎を基礎にして減衰値を
割り当る、
　請求項１１乃至１４の何れか一項に記載の装置。


	header
	written-amendment

